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1. 社会情勢の変化等



1. 社会情勢の変化等
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（１）⼈⼝ 1. 社会情勢の変化等

 総人口は平成24年の市推計値を上回るペースで増加しており、なかでも65歳以上が増加。

○総⼈⼝
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図 福岡市の人口推移
資料：推計値は「福岡市総合計画」(H24年策定)

実績値は国勢調査



（１）⼈⼝ 1. 社会情勢の変化等

 鉄道沿線の地域などにおいて、特に人口が増加している。

○メッシュ⼈⼝

福岡市都市交通基本計画 4

図 メッシュ人口の変化（H27-H22）
資料：H22・H27国勢調査



（１）⼈⼝ 1. 社会情勢の変化等

 福岡市の高齢化率は21.0%、後期高齢化率は10.2%（R2国勢調査）となっている。

○⾼齢化
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資料：国勢調査

図 高齢化率(2022年)

資料：福岡市ビジョン



（２）都市構造等 1. 社会情勢の変化等

 福岡市のDID人口密度は9,458人/ ㎢（R2国勢調査）となっている。

 H27年とR2年を比較すると、東区の西戸崎周辺や、人口の増加が続くアイランドシティ、西区の橋本周辺で
DID地区が拡大している。

○DID地区の変遷
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図 DID地区の変遷
資料：国土数値情報

西戸崎周辺

香椎照葉周辺

橋本周辺

図 DID地区人口の推移（H17-R02）
資料：国勢調査

（人） （㎢）

1,343,902

1,405,700

1,486,479

1,564,151

150.4
152.4

154.4

165.4

120.0

130.0

140.0

150.0

160.0

170.0

180.0

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

H17 H22 H27 R02

人口集中地区人口

面積



（２）都市構造等 1. 社会情勢の変化等

 充実した都市機能や豊かな自然環境が近接したコンパクトな都市。

 都心部や拠点などにおいて、地域の特性に応じたまちづくりを推進。

○まちづくり
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油山市民の森



（３）就業構造等 1. 社会情勢の変化等

 福岡市の産業別従業者数をみると、卸売・小売業の従業者が最も多く、約20万人となっている。

 医療・福祉従業者が増加している。

○従業者・事業所数
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図 産業別従業者数の推移
資料：経済センサス

図 産業別の事業所数と従業者数
資料：経済センサス



（３）就業構造等 1. 社会情勢の変化等

 福岡市の市内総生産（名目）は7.79兆円である。第３次産業が約91％を占めており、中でも、卸売・小売業が高い。

○市内総⽣産（名⽬）※経済活動別
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図 ○市内総生産（経済活動別） ※名目
資料：福岡市経済の概況



（４）市財政状況 1. 社会情勢の変化等

 一般財源は、市税収入の増加等に伴い増加しているが、扶助費などの義務的経費が年々増加傾向にある。

○⼀般財源等の推移
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図 一般財源の推移
資料：福岡市資料「財政のあらまし」

資料：財政のあらまし
※Ｒ２以降、コロナの影響等により、臨時的経費が大幅に増加したため義務的経費割合が減少している
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資料：福岡市資料「財政のあらまし」



（４）市財政状況 1. 社会情勢の変化等

 道路事業に関する当初予算は、H9年度をピークに減少が続いており、R1年度はピーク時の1/4以下となっている。

○道路予算（⼀般会計）の推移
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図 道路事業に関する当初予算（一般会計）と都市計画道路整備率の推移
出典：福岡市道路整備アクションプラン2024



（５）環境 1. 社会情勢の変化等

 近年、気象災害が激甚化・頻発化しており、世界的に脱炭素の取組が推進されている。

 自動車部門におけるCO2排出量は横ばいで推移。

○部⾨別の⼆酸化炭素排出量の推移
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資料：福岡市地球温暖化対策実行計画

図 １時間降水量 50 ㎜以上の年間発生回数の経年変化（福岡県）
資料：福岡市地球温暖化対策実行計画

図 部門別CO2排出量（福岡市）
資料：福岡市環境局



（６）防災 1. 社会情勢の変化等

 県内において存在が確認されている活断層は７つある。

 福岡市に位置するものは、警固断層帯（北西部）、警固断層帯（南東部）、宇美断層、日向峠-小笠木峠断層帯の
４つあり、このうち、警固断層帯（南東部）は今後30年以内に0.3～6％の確率で地震が発生すると評価されている。

○福岡県内の主要な活断層位置図
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図 福岡県内で確認されている活断層の位置
資料：福岡県地域防災計画 地震・津波対策編（R5.3）

表 福岡県に存在する活断層の国等における評価

資料：福岡県地域防災計画 地震・津波対策編（R5.3）



（７）MICE・観光・国際化 1. 社会情勢の変化等

 国際コンベンションの開催件数は、R1年には313件となっていたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響
により減少。

 分野別で見ると、「科学・技術・自然」分野が特に多く、次いで「芸術・文化・教育」分野が多くなっている。

○国際コンベンション開催件数（総数、分野別）

福岡市都市交通基本計画 14

図 国際コンベンション開催件数の推移
出典：福岡市観光統計

図 福岡市における分野別国際会議開催件数(2017～2019)
出典：福岡市観光統計

（件）



（７）MICE・観光・国際化 1. 社会情勢の変化等

 入込観光客数・観光消費額は、新型コロナウイルス感染症拡大前の2019年まで増加傾向。

 客室稼働率は2020年は新型コロナの影響により大きく減少していたが、2022年は回復基調。

○⼊込観光客数等の推移
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図 観光消費額の推移
資料：福岡市観光統計

図 入込観光客数の推移
資料：福岡市観光統計

図 福岡市ホテル・旅館の客室数と稼働率の推移
資料：福岡市観光統計



（７）MICE・観光・国際化 1. 社会情勢の変化等

 JR博多シティ、キャナルシティ博多など、商業施設が上位を占める。

○主要観光施設の⼊込状況
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出典：福岡市観光統計

表 主要観光施設入込状況



（７）MICE・観光・国際化 1. 社会情勢の変化等

 外国人入国者数及びクルーズ船の寄港回数は、近年、増加傾向にあったが、新型コロナウイルスの影響等により
減少している。

○外国⼈⼊国者数・クルーズ船寄港回数
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図 クルーズ船の寄港回数の推移
出典：福岡市観光統計

図 外国人入国者数の推移
資料：福岡市観光統計

（回）



（７）MICE・観光・国際化 1. 社会情勢の変化等

 福岡市の在住外国人は増加傾向にあり、
2020年時点で約4万人となっている。

○本市における外国⼈登録⼈⼝の推移
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○⼤学・専修学校・短期⼤学等の留学⽣数

図 福岡市の在住外国人の推移
資料：住民基本台帳

出典：Fukuoka Growth 2022（公財 福岡アジア都市研究所）

 福岡市内の留学生は増加傾向が続き、2010年から
2020年までの10年間で、約２倍に増加。

図 福岡市の大学、専修学校、日本語学校等の留学生数の推移
資料：独立行政法人日本学生支援機構「留学生調査」

出典：Fukuoka Growth 2022（公財 福岡アジア都市研究所）



2. 都市交通の現状等
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（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 人の動きは、増加傾向にあり、Ｈ29調査では、人口増加の伸びと同程度の伸びとなっている。
（対H17 1.07倍）

 年齢別では、特に、高齢者の動きが増加。

○⼈の動きの総量（福岡市）
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図 人の動きの総量の推移
資料：北部九州圏パーソントリップ調査



（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 外出率は継続して減少傾向にあるなか、H29調査では高齢者の外出率は増加している。

○1⼈当りの動き（福岡市）
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（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 市内々の動きが約７割、市外との動きが約３割を占めている。

○福岡市と周辺地域との⼈の動き
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資料：北部九州圏パーソントリップ調査

図 総トリップ数の推移
資料：北部九州圏パーソントリップ調査
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（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 Ｈ29調査では、私用目的の割合がやや増加、業務目的の割合がやや減少している。

○⽬的別の⼈の動き
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図 代表交通手段別の人の動きの推移
資料：北部九州圏パーソントリップ調査

12.0%

14.0%

16.3%

17.9%

17.5%

8.8%

9.3%

8.5%

6.9%

6.4%

18.4%

18.0%

17.1%

18.0%

15.5%

23.5%

21.9%

20.5%

19.5%

22.1%

37.3%

36.8%

37.6%

37.7%

38.4%

4978.0 

5930.3 

6585.7 

6657.1 

7101.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S47

S58

H5

H17

H29

通勤 通学 業務 私⽤ 帰宅

単位︓千トリップエンド/⽇



（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 自動車利用割合がＰＴ調査開始以来、初めて減少に転じたが、依然として最も利用割合が高くなっている。

○代表交通⼿段別の⼈の動き
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図 代表交通手段別の人の動きの推移（発生集中量）
資料：北部九州圏パーソントリップ調査
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（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 鉄道沿線地域では鉄道利用の割合が高く、自動車利用割合が低くなっている。

○代表交通⼿段別の⼈の動き

福岡市都市交通基本計画 25

図 自動車分担率生集中量
資料：北部九州圏パーソントリップ調査

図 自動車分担率生集中量
資料：北部九州圏パーソントリップ調査

【自動車】【鉄道】



（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 鉄道駅まで（からの）交通手段は、徒歩が最も多い。

 バス利用が多い駅 ：福岡空港駅、大橋駅、藤崎駅、姪浜駅、野芥駅 等
自動車利用が多い駅：福岡空港駅、橋本駅

○駅端末交通⼿段割合 ※駅まで(から)の交通⼿段割合

福岡市都市交通基本計画 26
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図 鉄道端末交通手段構成比の推移
資料：北部九州圏パーソントリップ調査

図 鉄道端末交通手段構成比の推移（主要駅）
資料：北部九州圏パーソントリップ調査
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（１）⼈の動き（パーソントリップ調査） 2. 都市交通の現状等

 特に、西区や博多区のトリップ数が増加している。

 公共交通の利用割合は中央区、博多区が高くなっており、東区・西区の自動車利用割合が高い。

○区別の⼈の動き（⽬的別、代表交通⼿段別）

福岡市都市交通基本計画 27

図 区別発生集中量の推移
資料：北部九州圏パーソントリップ調査（H29）

図 区別の外出目的
資料：北部九州圏パーソントリップ調査（H29）

図 区別の代表交通手段
資料：北部九州圏パーソントリップ調査（H29）



（２）公共交通 2. 都市交通の現状等

 鉄道やバスにより、公共交通ネットワークが形成されている。

○公共交通ネットワーク図

福岡市都市交通基本計画 28
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（２）公共交通 2. 都市交通の現状等

 鉄道の利用者数は、地下鉄、ＪＲ、西鉄電車いずれも増加にあったが、令和２年度以降、新型コロナウイルス等の影
響により減少している。

○鉄道の利⽤状況等

福岡市都市交通基本計画 29

資料：九州運輸要覧（九州運輸局）

区間
（最混雑区間）

混雑率（年度）

H30 R1 R2 R3

地下鉄空港線 ⼤濠公園〜⾚坂 141.6% 145.5% 115.5% 116.3%

⿅児島本線
⼆⽇市〜博多
※H30,R2は⾹椎〜博
多

96.4% 103.3% 90.6% 85.0%

天神⼤牟⽥線 薬院〜平尾 142.8% 143.6% 100.1% 112.6%

37.6 38.3 40.5 42.2 43.6 45.1 46.6 48.1

33.5 32.9

21.5 22.0 22.8 23.3 24.0 24.9 25.4 25.5

18.7 20.2

14.8 15.0
15.4 15.7 15.7 16.2 16.6 17.0

13.2 13.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

2012
（H24）

2013
（H25）

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

①市地下鉄 ②JR ③西鉄電車

図 １日の乗車人員の推移（福岡市内）
資料：福岡市統計書

（万人）

（混雑率の目安） ※混雑率＝最混雑区間輸送人員÷最混雑区間輸送力×１００

表 朝ラッシュ時（１時間帯）の混雑状況
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（２）公共交通 2. 都市交通の現状等

 バスの利用者数は横ばい傾向にあり、営業延走行キロ数が減少傾向にある 。

○バスの利⽤状況等

福岡市都市交通基本計画 30

図 営業延走行キロ数の推移（年、西鉄 市内バス）
資料：福岡市統計書

図 １日の乗車人員の推移(西鉄 市内バス）
資料：福岡市統計書
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（２）公共交通 2. 都市交通の現状等

 タクシーの利用者数は年間約5,000万人程度で推移しているが、令和２年度以降、新型コロナウイルスの影響等
により減少している。

○タクシーの利⽤状況等

福岡市都市交通基本計画 31

図 届出台数の推移
資料：福岡市統計書

※法人タクシーについては、福岡市のほか、春日市、大野城市、筑紫野市、太宰府市、糸島市、古賀市、那珂川市、糟屋郡に営業所を有する場合の実績を含む。
※個人タクシーについては、福岡市のほか、春日市、大野城市、筑紫野市、太宰府市、糸島市、古賀市、那珂川市、糟屋郡の事業者の実績。
※届出台数は各年度末現在。
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（２）公共交通 2. 都市交通の現状等

 利用者の推移を見ると、平成29年より経年的に増加傾向が見られる。特に、全体の利用者数の約4分の3を占める
能古・姪浜航路の利用者増が大きな要因となっている。

○市営渡船の利⽤状況等

福岡市都市交通基本計画 32

表 航路概要
資料：博多港・福岡空港の概況(R5.3)
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図 市営渡船 航路別利用者の推移
資料：福岡市統計書



（２）公共交通 2. 都市交通の現状等

 県内の第二種免許保有者数は減少傾向にあり、10年間で約2.4万人減少している。

 年齢別にみると、60代以上が多く、一方で30代、40代、50代は年々減少しており、高齢化が著しい。

○第⼆種免許保有者数の推移

福岡市都市交通基本計画 33
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図 福岡県の第二種免許保有者（免許種別）の推移
資料：福岡県警察本部 交通年鑑

図 福岡県の第二種免許保有者（年齢別）の推移
資料：福岡県警察本部 交通年鑑



（２）公共交通 2. 都市交通の現状等

 コロナ禍において、公共交通利用者が大きく減少し、交通事業者の経営環境が悪化。

 R5.6月から8月にかけての実績は、多くのモードでR4年同月を超える水準で推移しているが、
R1年同月の水準には至っていない

○新型コロナウイルスの影響

福岡市都市交通基本計画 34

図 公共交通事業者への影響（輸送人員、九州）
出典：九州における交通・観光事業者の最新状況（九州運輸局）



（３）道路交通 2. 都市交通の現状等

 福岡外環状道路や都市高速道路等により、放射環状型の幹線道路ネットワークを形成している。

 市内における都市計画道路の整備状況を見ると、計画に基づく整備が進んでいる

○幹線道路ネットワーク図

福岡市都市交通基本計画 35

※４車線道路は一部都市計画道路以外も含む

図 道路ネットワーク図
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資料：福岡市道路下水局
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（３）道路交通 2. 都市交通の現状等

 自動車登録数（福岡市）は、年々増加しており、令和元年度末時点で約7３万台となっている。
車種別にみると、軽自動車（4輪）が増加している。

 免許保有率（福岡県）は、増加傾向にあり、Ｒ２時点で約65％となっている。

○⾃動⾞保有台数、免許保有率の推移

福岡市都市交通基本計画 36

図 自動車登録台数の推移
資料：福岡市道路アクションプラン2024

図 免許保有率の推移
資料：福岡県統計、福岡県警察交通年鑑



（３）道路交通 2. 都市交通の現状等

 福岡都市高速の交通量は、増加傾向にあり、令和元年度時点で約19万台となっている。

○福岡⾼速道路の利⽤状況等

福岡市都市交通基本計画 37

図 福岡都市高速道路の通行車両台数の推移
資料：福岡北九州高速道路公社運営会議資料



（４）⼆輪⾞（⾃転⾞含む） 2. 都市交通の現状等

○市内駐輪場利⽤状況

福岡市都市交通基本計画 38

 市ではこれまでに鉄道駅や都心部などにおいて、駐輪需要に応じて駐輪場の整備を進めてきており、
令和3年4月時点で143箇所となっている。

 市営駐車場の収容台数及び１日平均利用台数は、平成13年から大きく増加しており、利用率も令和元年度で87.7％
と平成13年度から12.7％増加している。

図 市営駐輪場位置図（鉄道駅周辺）
資料：福岡市自転車活用推進計画

図 市内鉄道駅周辺駐輪場の利用状況
資料：福岡市自転車活用推進計画



（４）⼆輪⾞（⾃転⾞含む） 2. 都市交通の現状等

○放置⾃転⾞数の推移

福岡市都市交通基本計画 39

図 福岡市内の放置自転車台数の推移
資料：福岡市自転車活用推進計画

 平成13年時点で1.8万台あった放置自転車は、年々抑制してきており、令和元年時点で1千台と大幅に減少し、
放置率も1.7％まで低減している。

※放置率：乗り入れ台数に占める放置台数の割合
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（４）⼆輪⾞（⾃転⾞含む） 2. 都市交通の現状等

 幹線道路での自転車通行空間の整備を進めてきており、目標値160km（R6年時点）に対して、
令和４度末時点で138.0kmの整備が完了している。

○⾃転⾞通⾏空間整備

福岡市都市交通基本計画 40

図 自転車通行空間ネットワーク対象路線図
資料：福岡市自転車活用推進計画

図 自転車通行空間の整備延長
資料：福岡市自転車活用推進計画

138.0

R4



（４）⼆輪⾞（⾃転⾞含む） 2. 都市交通の現状等

 二輪車のうち、最も多いものは原動機付自転車（一種）で、台数は減少傾向にあり、令和3年時点で6.7千台となっ
ている。

○⼆輪⾞保有台数

福岡市都市交通基本計画 41

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

小型二輪車 17,949 17,785 17,952 18,232 18,160 18,658 18,539 18,722 18,872 19,286 20,026 20,999

軽二輪自動車 16,559 16,014 15,848 15,785 15,701 15,394 14,970 15,072 15,104 15,295 15,793 16,317

原付（二種） 16,974 17,479 18,095 18,993 19,537 19,991 20,585 21,185 21,963 22,747 24,032 25,630

原付（一種） 90,508 88,972 87,955 86,388 84,332 81,672 79,221 76,529 73,879 71,006 68,823 67,091

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000

100,000（台）

図 福岡市内の二輪車保有台数の推移
資料：福岡市統計書）

※小型二輪車：排気量が250㏄を超えるオートバイ
※軽二輪自動車 ：排気量が125㏄を超え250㏄以下のオートバイ
※原付（二種）：原動機付自転車。排気量が50㏄を超え125㏄以下の原動機を備えた二輪車
※原付（一種）：原動機付自転車。排気量が50㏄以下の原動機を備えた二輪車



（４）⼆輪⾞（⾃転⾞含む） 2. 都市交通の現状等

○シェアサイクル

福岡市都市交通基本計画 42

 平成 30 年６月に福岡スマートシェアサイクル実証実験事業として利用が開始されており、
令和４年度の月間平均総ライド数は約49万回となっている。

図 シェアサイクルの月間総ライド数の推移
資料：福岡市自転車活用推進計画



（５）新たなモビリティサービス 2. 都市交通の現状等

 ＭａａＳ、パーソナルモビリティ、シェアリングサービス、自動運転など、技術革新等を背景として
新たなモビリティサービスの動きが活発化。

○新たなモビリティサービスの導⼊・利⽤状況等

福岡市都市交通基本計画 43

■パーソナルモビリティ

・超小型モビリティ・電動キックボード

■シェアリングサービス

・H30.6～R2.3
福岡スマートシェアサイクル実証実験事業
（㈱メルカリ）

・R2.4～
福岡スマートシェアサイクル事業
（ neuet㈱ ）

・H30.11～
実証実験開始（福岡市）

・R1.11～
本格実施（福岡市+北九州市）

・my route

・⼤型バス（⻄⽇本鉄道㈱） ・鉄道（JR九州㈱）

・R4.3～4
大型自動運転バス実証実験
（福岡空港内）

・R5.6～7
大型自動運転バス実証実験（第２弾）
（福岡空港内）

・R2.12～
実証運転（香椎線）

※西戸崎～香椎

・R4.3～
実証運転区間拡大（香椎線）

※西戸崎～宇美

■MaaS

■自動運転



（６）⽣活交通 2. 都市交通の現状等

 高齢化の進展などにより、公共交通が不便な地域における生活交通の確保が課題となっている。

○公共交通空⽩地等の分布状況

福岡市都市交通基本計画 44
図 公共交通空白地域等の分布状況



（６）⽣活交通 2. 都市交通の現状等

 生活交通については、地域の実情に応じた生活交通確保に向け、地域、交通事業者及び市が共働して、
生活交通条例に基づき、「休廃止対策」「不便地対策」「生活交通確保支援」に取り組んでいる。

○休廃⽌対策等の取組み状況

福岡市都市交通基本計画 45

図 施策の取組状況（R4.12時点）



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

 都心部の人の動き（発生集中量）は横ばいとなっている。

 代表交通手段で見ると、自動車の利用割合が減少し、鉄道・バス利用が増加している。

○都⼼部の⼈の動き（発⽣集中量）

福岡市都市交通基本計画 46

図 都心部の人の動きの推移（発生集中量）
資料：北部九州圏パーソントリップ調査
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資料：北部九州圏パーソントリップ調査

鉄道 バス ⾃動⾞ ⼆輪 徒歩 その他

図 代表交通手段別の人の動きの推移（発生集中量）
資料：北部九州圏パーソントリップ調査

（千トリップエンド/日） （千トリップエンド/日）



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

 天神・博多駅周辺地区を訪れる目的（集中量）は、「通勤」が最も多い。

 通勤目的における、鉄道・バス利用が増加し、自動車利用が減少している。

○都⼼部の⼈の動き（集中量）
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資料：北部九州圏パーソントリップ調査



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

 都心拠点間の人の動きは増加しており、中でも、天神～博多駅周辺地区間での動きの増加が顕著である。

 交通手段別にみると、バス利用が大幅に増加している。

○都⼼部の⼈の動き（都⼼拠点間の動き）

福岡市都市交通基本計画 48

図 都心拠点間の人の動き
資料：北部九州圏パーソントリップ調査

【徒歩】 【二輪車】 【自動車】

【バス】 【鉄道】

図 都心拠点間の交通手段別の人の動き
資料：北部九州圏パーソントリップ調査



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

 都心部の駅の１日当たりの乗降人数は増加傾向にあり、2019年時点で約９６万人となっている。

○都⼼部における鉄道各駅の乗降⼈員の推移

福岡市都市交通基本計画 49

図 都心部の駅の１日あたりの乗降人数
資料：福岡市統計書

18 1880



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

 都心部の自動車流⼊交通量は、平成２年と比較すると約23％減少(Ｈ2→Ｒ４)。

 都心部における自動車交通量は、新型コロナウイルス感染拡大前である令和元年度から大きな減少は見られず、
依然として局所的な渋滞（P58参照）が見受けられる。

○都⼼部流⼊台数の推移

福岡市都市交通基本計画 50

図 都心部の自動車流入交通量の推移（平日）
資料：交通対策特別委員会

図 自動車交通量の推移（感染拡大前比〔対R1 同月比〕）＞
資料：交通対策特別委員会



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

○都⼼部の主要渋滞箇所

福岡市都市交通基本計画 51

資料：交通対策特別委員会
※福岡国道事務所の公表データを基に作成
※主要渋滞箇所の選定基準は、車両の平均速度が20km/h未満などが要件となっている



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

○歩⾏者交通量

福岡市都市交通基本計画 52

 天神地区の歩行者交通量(平日)は、平成28年時点で増加している地点が多くなっているが、令和３年時点では、
新型コロナウイルスの影響により減少している。

 西通り（岩田屋付近）や国体道路（警固神社付近）が交通量が多い。

図 天神地区（地上）の歩行者交通量（平日 7:00～20:00 ）
資料：都心部歩行者交通量等調査

調査地点︓天神交差点南側

調査地点︓渡辺通り（旧イムズ付近）

調査地点︓天神⻄交差点南側

調査地点︓⻄通り（岩⽥屋付近）

調査地点︓国体道路（警固神社付近）

調査地点︓アクロス福岡前交差点東側

調査地点︓福岡市役所前交差点東側

調査地点︓春吉橋南側

調査地点︓渡辺通4丁⽬交差点南側



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

○歩⾏者交通量

福岡市都市交通基本計画 53

 天神地区（地下街）の歩行者交通量（平日）は、平成28年時点で増加している地点が多くなっているが、
令和３年時点では、新型コロナウイルスの影響により減少している。

 天神ビルとパルコ間（調査地点82）の歩行者交通量が特に多い。

図 天神地区（地下街）の歩行者交通量（平日 7:00～20:00 ）
資料：都心部歩行者交通量等調査

調査地点︓47

調査地点︓5

調査地点︓6

調査地点︓82

調査地点︓85

調査地点︓86

調査地点︓29

調査地点︓30

調査地点︓37

調査地点︓38



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

○歩⾏者交通量

福岡市都市交通基本計画 54

 博多駅地区の歩行者交通量(平日)は、平成28年時点で増加している地点が多くなっているが、令和３年時点では、
新型コロナウイルスの影響により減少している。

 博多郵便局交差点（東側）、博多駅前３丁目交差点（南側）、博多駅前２丁目交差点（西側）、
朝日ビル付近が特に多い。

図 博多駅地区（地上）の歩行者交通量（平日 7:00～20:00）
資料：都心部歩行者交通量等調査

調査地点︓祇園町⻄交差点（東側）

調査地点︓博多警察署⼊⼝交差点（南側）

調査地点︓博多駅前２丁⽬交差点（⻄側）

調査地点︓博多郵便局交差点（東側）

調査地点︓博多駅前３丁⽬交差点（南側）

調査地点︓朝⽇ビル付近

調査地点︓博多駅⾼架下北（南側）

調査地点︓博多駅筑紫⼝交差点（北側）

調査地点︓⽵下通り（ヨドバシカメラ付近）

調査地点︓博多駅⾼架下南（北側）



（７）都⼼部交通 2. 都市交通の現状等

○歩⾏者交通量

福岡市都市交通基本計画 55

 博多駅地区（地下街）歩行者交通量は、平成28年時点で増加している地点が多くなっているが、令和３年時点で
は、新型コロナウイルスの影響により減少している。

 地下鉄博多駅改札口周辺（調査地点２5、４5）が多い。

図 博多駅地区（地下街）の歩行者交通量（平日 7:00～20:00 ）
資料：都心部歩行者交通量等調査

調査地点︓1

調査地点︓9

調査地点︓19

調査地点︓51

調査地点︓6

調査地点︓15

調査地点︓35

調査地点︓45

調査地点︓25

調査地点︓28



（８）広域交通 2. 都市交通の現状等

 令和５年９月現在で、路線数は国際線が 22 路線、国内線が 27 路線となっており、発着便数は国際線が週 748 
便、国内線が 1 日 380 便となっている。

 新型コロナウイルス感染症対策の移動制限の撤廃等により、国内線が先行して回復してきている。

○福岡空港の定期航空路線図、利⽤者数

福岡市都市交通基本計画 56

図 福岡空港路線図
出典：博多港・福岡空港の概況（R5.9）

図 福岡空港乗降客数の推移
出典：博多港・福岡空港の概況（R5.9）

図 福岡空港発着回数の推移
出典：博多港・福岡空港の概況（R5.9）



（８）広域交通 2. 都市交通の現状等

 令和４年の博多港の船舶乗降人員は、外国航路・内国航路とも、新型コロナウイルス感染症の影響による人の移動の
制限等が緩和されたことにより、前年より増加している。

○博多港の船舶乗降⼈員数の推移

福岡市都市交通基本計画 57

出典：博多港ＨＰ

図 船舶乗降人員の推移

表 博多港発着定期航路の運行状況

図 外国航路船舶乗降人員の推移

図 クルーズ船の寄港回数の推移



（９）物流 2. 都市交通の現状等

 令和４年の国際海上コンテナ取扱個数は、令和３年に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響等を受け、
全体では令和３年と同程度となっている

 博多港の取扱いは、日本全体や国内主要港よりも高い増加率で推移している。九州域内で取り扱われている外貿コン
テナ貨物の約５割が、博多港を利用している

○国際海上コンテナ取扱個数の推移（博多港）
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図 国際海上コンテナ取扱個数の推移
出典：博多港・福岡空港の概況（R5.9）

図 国際海上コンテナ定期航路と寄港地
出典：博多港・福岡空港の概況（R5.9）

図 国内主要港の外貿コンテナ増加率
出典：博多港・福岡空港の概況（R5.9）

図 九州域内の取扱シェア
出典：博多港・福岡空港の概況（R5.9）



（９）物流 2. 都市交通の現状等

 福岡空港における貨物取扱量は、R1年まで国内線国際線合わせて25万ｔ前後で推移していたが、
R２年以降減少し、R3年度は約14万tとなっている。

○貨物取扱量の推移（福岡空港）
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図 福岡空港の貨物取扱量の推移
出典：福岡市統計書



（９）物流 2. 都市交通の現状等

 国内における電子商取引（EC）市場は、BtoBを中心に、経年的に拡大を続けており、2019年における市場規模は
約350兆円となっている。

 近年の影響として、BtoC分野におけるEC市場も拡大傾向にあり、2019年時点における物販系分野では、市場規模
は10兆円を超えている。

○EC市場の動向
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図 電子商取引（EC）の市場規模及び普及率の推移（全国）
出典：福岡県中小企業振興基本計画年次報告

億円

図 電子商取引（EC）の市場規模
出典：R3電子商取引に関する市場調査(経済産業省)



（１０）安全・安⼼ 2. 都市交通の現状等

 福岡市で発生した交通事故件数は減少傾向にはあり、R3（2021）時点で約6,000件となっている。

○交通事故の発⽣件数
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図 福岡市の交通事故発生件数と高齢者の交通事故の割合の推移
資料：福岡市統計書

25.3％



（１０）安全・安⼼ 2. 都市交通の現状等

 免許保有率は年々高まっており、特に高齢者や女性の保有率が高まっている。

○⾼齢者の免許保有率の推移（北部九州圏PT調査）
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図 年齢層別性別の免許保有率の推移
資料：福岡県警察交通年鑑、国勢調査

図 免許保有率の推移
資料：福岡県統計、福岡県警察交通年鑑
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（１０）安全・安⼼ 2. 都市交通の現状等

 福岡市の公共施設の多くは、高度経済成長期や政令市移行期の昭和40年代から50年代に集中的に整備されており、
今後、一斉に補修や更新時期を迎える。

○交通インフラの建設時からの経年数
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図 建設年代別の橋梁数
資料：福岡市橋梁長寿命化修繕計画



（１０）安全・安⼼ 2. 都市交通の現状等

 福岡県の緊急輸送道路ネットワークとして、福岡市内の各地域をカバーする形で市内の幹線道路が緊急輸送道路に
位置付けられている。

○緊急輸送道路の整備
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図 緊急輸送道路ネットワーク
資料：福岡市基本計画に係る実施状況の報告



（１０）安全・安⼼ 2. 都市交通の現状等

 市内道路における無電柱化に取り組んでおり、2020年には対象路線の9割以上の無電柱化を達成している。

 令和4年度に改訂された福岡市無電柱化推進計画では、残る路線の無電柱化に加え、新たな電柱新設の抑制や、無電
柱化整備にあたっての技術向上の模索などが掲げられている。

○無電柱化
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図 無電柱化整備延長
資料：福岡市基本計画に係る実施状況の報告



（１１）近年の主な交通基盤整備 2. 都市交通の現状等

○近年の主な交通基盤整備（予定含む）
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■地下鉄七隈線延伸（R5.3開通） ■福岡高速３号線延伸

■博多港 岸壁整備（H30.9） ■福岡空港 滑走路増設（R6年度末予定）



３.成果指標の達成状況
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３．成果指標の達成状況
〇成果指標一覧 ※目標像Ⅰ・Ⅱ

方針１　公共交通を主軸とした総合交通体系づくりの推進

○１日あたりの鉄道・バス乗車人員　 108.4万人 120万人 94万人

（2010年） （2022年） （2021年）

○鉄道やバスなどの公共交通が便利だと感じる市民の割合 77.4% 現状維持(80%程度を維持) 83.7%

（2012年） （2022年度） （2022年度）
方針２　都市の骨格となる幹線道路ネットワークの形成

○都心部の主要な幹線道路の自動車流入台数 88,600台/12ｈ 87,000台/12ｈ 82,398台/12ｈ

（2013年） （2022年） （2022年）

○主要放射環状道路の整備率

方針３　誰もが使いやすい安全、安心、快適な交通環境づくり

57駅 60駅（対象駅全て） 64駅（対象駅全て）
（2012年度） （2020年度） （2020年度）

○重点整備地区内の生活関連経路のバリアフリー化 30.9km 41.7km 39.1km
　 （2012年度） （2020年度） （2020年度）

○通学路における安全な歩行空間の確保度（歩車分離率） 75.3% ※見込み

（2022年度）

方針４　地域特性に応じた生活交通の確保

- ０地域 ０地域

（2013年度） （2022年度） （2022年度）

方針５　災害に強い交通体系の実現　

84%
（2012年度）

91%
（2016年度）

93.4%
（2020年度）

2016年度:88.6%

○主要放射環状道路の整備率【再掲】

○自動車専用道路の整備延長【再掲】 68.1km 70.6km 70.6km

（2013年度） （2022年度） （2022年度）

○耐震補強が必要な鉄道高架駅 ３駅 ０駅 ０駅

（2013年度） （2022年度） （2022年度）

成果指標 初期値（年次） 目標値（年次）

2019年:131万人

最新値 備考

目標像Ⅰ　都市の骨格を形成する総合交通体系の構築

2016年度:85.8%

○一日当たりの平均的な利用者数が3000人以上の鉄道駅
　のバリアフリー化(段差解消)

83.7%
（2012年度）

85.4%
（2016年度）

87.8%
（2021年度）

目標像Ⅱ　子どもから高齢者まで誰もが安全・安心な交通

○生活交通の確保が必要な地域における
  新たな公共交通空白地の発生

56.7%
（2011年）

70%
（2022年度）

87.8%
（2021年度）

○無電柱化の整備率

83.7%
（2012年度）

85.4%
（2016年度）

2016年度:85.8%

R3.4国基本方針改定
R3.12市バリアフリー基本計画改定

R3.4国基本方針改定
R3.12市バリアフリー基本計画改定

※R5.5時点

福岡市都市交通基本計画 68



３．成果指標の達成状況
〇成果指標一覧 ※目標像Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

方針６　環境にやさしい公共交通の利用促進

○１日あたりの鉄道・バス乗車人員【再掲】　 108.4万人 120万人 94万人

（2010年） （2022年） （2022年）

方針７　自転車、徒歩で移動しやすい交通環境づくり

○自転車通行空間の１０カ年の整備延長 51.9km ※見込み

（2022年度）

10.5%
（2012年度）

10.0%以下
（2022年度）

1.3%
（2022年度）

○市民のマナーに対する満足度 29.4% 60% 47.4%
　 （2011年） （2022年度） （2022年度）

方針８　環境に配慮した道路交通施策の推進

○市内（自動車部門）からの二酸化炭素排出量 180万ｔ-CO2 現状より減少 160万ｔ-CO2

（2011年度） （2022年度） （2020年度）

方針９　都心拠点間の公共交通軸の形成と回遊性の向上

○都心部の1日あたりの歩行者交通量 105,961人 113,000人 83,904人

（2011年） （2022年度） （2021年度）

方針１０　公共交通の利便性向上と自動車交通の円滑化

○都心部の駅における1日当たりの乗降人員 78万人 83万人 65万人

（2012年） （2022年） （2021年）

○都心部の主要な幹線道路の自動車流入台数【再掲】 88,600台/12ｈ 87,000台/12ｈ 82,398台/12ｈ

（2013年） （2022年） （2022年）

方針１１　広域的な人流・物流を支える広域道路ネットワークの形成

○自動車専用道路の整備延長 68.1km 70.6km 70.6km

（2013年度） （2022年度） （2022年度）

方針１２　陸・海・空の広域交通拠点の交通結節機能の強化や連携強化

○外国航路船舶乗降人員　 87万人 210万人 0.3万人 ※速報値

（2010年） （2022年） （2022年）

○福岡空港乗降客数　 1,634万人 1,800万人 1,482万人 ※速報値

（2010年） （2022年） （2022年）

○博多港国際海上コンテナ取扱個数 85万TEU 130万TEU 89万TEU ※速報値

（2011年） （2022年） （2022年）

方針１３　交流拠点都市にふさわしい分かりやすい使いやすい交通環境づくり

○入込観光客数の自動車利用者の割合

2019年:131万人

目標像Ⅲ　環境にやさしい交通

2019年:161万人

27.8%
（2012年）

26.0%
（2022年）

2019年：2,468万人

2019年：96万TEU

27.8%
（2021年）

目標像Ⅳ　活力ある都心部を支える交通

目標像Ⅴ　国内外からの広域的な人流・物流を支える交通

2019年度：96万人

2019年度:180万ｔ-CO2

2016年度：132,493人

○自転車放置率

0km
（2012年度）

100km
（2022年度）

※R5.5時点
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